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研究成果の概要（和文）：地域の一般病院に通院する後期高齢がん患者への複合的な外来看護支援モデルは、患
者ががん治療を継続しながら加齢に伴う緩やかな心身の機能低下のもと、暮らしが維持できるよう支援するモデ
ルである。これは、コアナースを中心に支援の６指針（予備力の低下とがん治療に伴う心身への影響の査定、外
来通院治療継続に関わる看護の実践、必要となる可能性のある他の専門職種との連携・協働等）に基づいた看護
支援を、評価ツールと記録用紙を用いながら病院内外の多職種と協働して行うモデルである。このモデルの実行
可能性と内容妥当性については外来がん看護に精通するCNSおよびCNにより認められた。

研究成果の概要（英文）：A complex outpatient nursing support model for late-stage elderly cancer 
patients who go to a general hospital in the community allows them to maintain their lives while 
continuing cancer treatment and under the gradual deterioration of mental and physical functions 
associated with aging. It is a model that supports will be provided mainly by core nurses based on 
the 6 guidelines for support (assessment of physical and mental effects associated with decreased 
reserve capacity and cancer treatment, nursing practices related to continuation of outpatient 
treatment, cooperation and cooperation with other specialists that may be necessary, etc.). This is 
a model in which support is provided in collaboration with multiple occupations inside and outside 
the hospital using evaluation tools and recording forms. The feasibility and content validity of 
this model were confirmed by CNS and CN familiar with outpatient cancer nursing.

研究分野： がん看護学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国の高齢化率は世界に先行する状況であり、それに伴い増加し続けている後期高齢がん患者に対して、本研
究により検証された地域の一般病院に通院する後期高齢がん患者への複合的な外来看護支援モデルを適用するこ
とにより、後期高齢がん患者が地域の一般病院で外来での医療を継続し生活する上で必要な医療従事者および多
職種との関わりや、住み慣れた環境維持につながり、その人らしい生を全うできるエンドオブライフケアの一部
にもなりえると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 我が国では世界一位の高齢化率に伴いがん患者の 72％を 65 歳以上の高齢者（2012）が占め
ており、今後の 65 歳以上の後期高齢者の増加は確実視されている。高齢者にとって高度ながん
治療は、通院での治療管理の継続による延命をもたらすものの、加齢に伴う心身の諸機能の低下
は避けられない。即ち高齢がん患者は治療による多様な有害事象への対応をしつつ、複数の併存
症のコントロールや栄養状態の低下、認知機能の衰えなど多面的な問題を抱えながら通院治療
を継続している状況にある。 
そこで研究者はがん医療に特化した都市部のがん診療連携拠点病院ではなく、地方の一般病

院での高齢がん患者への外来看護に着目し研究を継続してきた。地方都市の一般病院で外来化
学療法を受ける高齢がん患者に関する研究（平成 20～22 年度基盤研究 C）では、高齢がん患者、
とりわけ 75 歳以上の後期高齢者が、成人患者と比べ加齢に伴う体力や諸機能の低下が日常生活
上に影響を及ぼし、生きがいや希望を見いだしにくい状況をもたらしていることを、外来通院で
内服抗がん剤治療を受ける患者に関する研究（平成 24～27 年度基盤研究 C）では、がん患者の
高齢化が本来可能なその人らしい暮らしを支えるはずの治療継続や、支援獲得を妨げている現
状を明らかにした。以上から、後期高齢者が通院や治療を継続しながらも地域での患者らしい日
常生活を維持するための在宅介護を視野に入れた、一般病院における複合的な外来看護支援モ
デル（以下、外来看護支援モデル）を開発した。（平成 28～30 年度基盤研究 C） 
しかし、外来看護支援モデルを実際に運用するには、地域で暮らす後期高齢がん患者の個別性

や、外来で働く看護師の人員配置・業務の煩雑さ等、考慮すべき課題が残されている。そこで開
発した支援モデルの実質的な有用性を高めるために、複数施設の臨床への適用により、モデルの
検証・評価という実証的検証を通して洗練を図ることが必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
「地域の一般病院に通院する後期高齢がん患者への複合的な外来看護支援モデル」を複数施設
の臨床に適用し、支援モデルの検証・評価により、支援モデルの洗練を図ることとした。 
  
＊「地域の一般病院に通院する後期高齢がん患者への複合的な外来看護支援モデル」の骨子 
〈支援目標〉 
地域の一般病院に通院する後期高齢がん患者が、治療を継続しながら加齢に伴う緩やかな心

身の機能低下のもと暮らしを維持することができる 
 
３．研究の方法 
本研究は、研究目的を達成するために以下の 3段階を 3年間で実施する計画とした。 

１）1段階：外来看護支援モデルの妥当性・実現性を高める専門家会議の開催とモデルの修正 
２）2段階：外来看護支援モデルの適用に向けた準備および適用と検証、評価 
３）3段階：外来看護支援モデルの洗練 
 
しかし Covid-19 の感染拡大に伴い、2 段階からの研究遂行が困難であると判断し、研究計画

を一部変更のうえ、研究期間を 4年間に延長し実施することとなった。 
 
１）1段階：外来看護支援モデルの妥当性・実現性を高める専門家会議の開催とモデルの修正 
 地域の一般病院における後期高齢がん患者への看護に精通している有識者（がん看護、老 
年看護、在宅看護領域の専門看護師/認定看護師ら）計 10 名程度からなる専門家会議を 2カ所 
（関東および四国）で行い、臨床における外来看護支援モデル適用の妥当性、実現性を検討する
こととした。 
有識者は研究者らのネットワークを活用し機縁法により集め、全員が集合しやすい関東と四

国の会場及び日程をそれぞれ調整し、2～3 時間程度の会議を各 1 回開催した。会議の実施効率
化のため、対象者には事前に外来看護支援モデルに関する資料を送付した。なお本研究は研究代
表者の所属する機関の倫理審査委員会の承認を得て行った。 
 
２）2段階：外来看護支援モデルの適用に向けた準備および適用と検証、評価 
 当初の計画では、2つの専門家会議から得た外来看護支援モデルに対する妥当性・実現性に関
する意見を踏まえ、結果を反映させた外来看護支援モデルの修正を行い、外来看護支援モデル
（修正版）を臨床現場に適用する予定であった。しかし、Covid-19 の拡大に伴い、臨床施設お
よび施設の研究協力者に対して、研究協力を依頼する状況ではなくなったため、研究の進捗がい
ったん停止となった。そのため臨床現場への適用を今年度は断念し、外来看護支援モデルを改め
て見直し、モデルに介入する専門職種について、また各々の役割の明確化や訪問看護師および地
域包括支援センターとの連携について、研究者間で検討・再考するにとどまった。 
 



３）3段階：外来看護支援モデル（修正版）の洗練化 
 研究目的達成のための外来看護支援モデルの適用と検証を臨床施設で実施することが不可能
となり、研究計画を変更した。「地域の一般病院に通院する後期高齢がん患者への複合的な外来
看護支援モデル（修正版）」を、後期高齢がん患者の看護支援に精通しているがん看護専門看護
師およびがん関連の認定看護師に事前に送付し、その内容について以下の調査内容に基づきオ
ンラインを用いたインタビュー調査により実施することとした。対象者は研究代表者のネット
ワークを活用のうえ依頼し、研究参加の同意を得た。 
 調査内容は、支援モデルの目的・概要についての全体的な内容の理解について、自施設での支
援モデル運用に際しての課題：他部門や他の専門職との連携、等とし、それぞれにおいて改善す
べきところ、意見等を収集し、質的に分析した。なお本研究は研究代表者の所属する機関の倫理
審査委員会の承認を得て行った。 
 
４．研究成果 
１）1 段階：外来看護支援モデルの妥当性・実現性を高める専門家会議の開催（関東および東海
地区）とモデルの修正 
 得られたインタビューデータを質的に分析した結果、外来看護支援モデル（案）の対象として
いる後期高齢がん患者の特性から、「私の人生」を聴くことの重要性やその実施方法について、
支援の基点となるコアパーソンの能力や各々の果たす役割の明確化について等の意見が聞かれ
た。また支援に関わる専門職の構成については、支援が入る初期からの訪問看護師や地域包括セ
ンターとの連携の必要性、ケアマネージャーの追加などが示唆された。さらに後期高齢がん患者
への支援介入時期を 3 期に分けていることから、これらのつなぎ部分の支援についても意見が
得られた。後期高齢がん患者の療養生活上の変化などを査定する役割として導入しているいく
つかの尺度については、地域包括センターやケアマネージャーなど医療系以外の福祉分野の専
門家にも理解できるとして、支援において使用することは有効ではないかとの意見が得られた。 
 
２）2段階：外来看護支援モデルの適用に向けた準備および適用と検証、評価 
 Covid-19 感染拡大の影響により当初の計画であった、支援モデルの臨床での検証と評価を断
念し、支援モデル（案）を改めて見直しモデルに介入する専門職種について、また各々の役割の
明確化や訪問看護師および地域包括支援センターとの連携について、再考するにとどまった。 
以上の専門家会議の意見の集約、支援モデルの内容について修正を行い、「地域の一般病院に

通院する後期高齢がん患者への複合的な外来看護支援モデル（修正版）」とした。 
 
３）3段階：外来看護支援モデル（修正版）の洗練化 
研究対象へのインタビューデータを逐語録におこし質的に分析を行い、外来看護支援モデル

（修正版）の洗練化を図った。対象者は、中国・四国・九州地域の病院に勤務する 5名のがん看
護専門看護師もしくはがん関連の認定看護師で、うち 4名は地域がん診療拠点病院、1名は後方
支援を行っている地域の病院に勤務しており、全員看護師歴は 20 年以上であった。得られたイ
ンタビューデータからの分析結果について、研究者間で共有し検討した結果、以下の方向性で修
正を行い、外来看護支援モデルの完成版とすることを決定した。 
モデルについては、 
・時期の区分：支援の区切りが必ずしも時期によって明確ではないため、支援の枠線を点線とし
流動性を示すこととする。 
・指針：7つの指針より 6つの指針に集約することとなった。 
 
 以上の研究成果により、「地域の一般病院に通院する後期高齢がん患者への複合的な外来看護
支援モデル」を完成させた。後期高齢者は心身共に脆弱なフレイルと呼ばれる状態に陥りやすく、
併存疾患の悪化や認知機能の低下は避けられない。しかしこの支援モデルの適用により、長期に
及ぶ外来看護師や地域で生活する上で必要な専門職者等の関わりから生じる信頼感や暮らしの
延長にある環境が維持できることは、フレイルに陥る迄の期間を延長し、最終的にはその人らし
い生を全うできる高齢者のエンドオブライフケアへの看護からの提言にもつながると考える。
今後は地域の一般病院の外来において後期高齢がん患者への看護支援に活用できるように、学
会誌等での公表を行う。                              
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